
Ⅱ  廃止・休止・リフォーム事業別一覧表

１ 廃止事業一覧表 (単位：千円)

施策 平成１6年度 平成１7年度 差   引

番号 当初予算額Ａ 当初予算額Ｂ Ｂ－Ａ

   【１１１  人権尊重社会の実現】

111 専修学校又は各種学校入校
者補助金 1,152 0 -1,152 平成１３年度末をもって終了した事業であり、平成１６年度をもって経

過措置が終了したため、事業を廃止する。

◎ 111 人権教育セットアッププラン
２１事業費 33,140 0 -33,140

県内すべての幼・小・中学校及び県立学校が人権教育推進計画を
策定するという当初の目的を平成１４年度からの３年間でほぼ達成し
たため、当該事業を廃止する。

   【１２１  生涯学習の推進】

◎ 121
地域と学校が連携協力した
奉仕活動・体験活動推進事
業費

29,600 0 -29,600
県内すべての市町村において、子どもの奉仕活動・体験活動を推進
するための体制整備を図るという当初の目的を平成14年度からの3年
間でほぼ達成したため、当該事業を廃止する。

   【１２２  学校教育の充実】

122 私立農業経営者育成高等
学校教育費補助金 16,200 0 -16,200 国直轄事業移行に伴い、事業を廃止する。

122 変わる高等学校支援事業費 13,856 0 -13,856 平成１２年度より取り組んできた結果、学校の特色化など、一定の成
果が得られたため、事業を終了する。

122 ファシリティマネジメント推進
事業費 6,500 0 -6,500 データベースシステムが完成したため、今後はこのデータベースを有

効活用することとし、事業を廃止する。

◎ 122 基礎学力向上研究事業費 9,800 0 -9,800

平成１４年度より基礎学力の向上を図るため、調査や実践的な研究を
進め、各学校にその取組の方向性を示したことから本事業は廃止す
る。今後は、学力フォローアップ推進事業等で、指導方法や教材の
工夫改善、個に応じた指導などを行うことを通して、児童生徒の基
礎・基本の学力の定着と向上を図る。

   【１２３  青少年の健全育成】

123 地域青少年ふれあい環境づ
くり県民運動事業費 6,400 0 -6,400 当初から３ヶ年計画により業務を遂行しており、県としての関与が終

了したと考え、廃止する。

123 青少年健全育成協働・連携
促進事業費 2,241 0 -2,241 当初から３ヶ年計画により業務を遂行しており、県としての関与が終

了したと考え、廃止する。

123 青少年補導センター活性化
事業費 237 0 -237 国からの交付金が廃止されたことに伴い、廃止する。

   【１３１  文化が身近に感じられる環境づくり】

◎ ● 131 イベント等支援事業費 成果検証 70,000 0 -70,000 当初想定した事業期間を終了したため、平成１６年度をもって事業を
廃止する。

131 「芭蕉さんがゆく」事業費 250,469 0 -250,469 平成１６年度で事業が終了するため、廃止する。

131 総合文化センタースタート
アップ事業費 34,935 0 -34,935 平成１６年度で事業が終了するため、廃止する。

131 歴史街道広域ルートウォー
キング事業費 1,916 0 -1,916 当初から３ヶ年計画により業務を遂行しており、県としての関与が終

了したと考え、廃止する。

   【２２１  安全で安心な農林水産物の安定的な供給】

221 農業・林業・水産業振興対
策審議会費 成果検証 433 0 -433

パブリックコメントなど意見の聴取方法が多様化するとともに政策課題
が専門化しており、その都度テーマに応じた委員により審議を行って
いることから、包括的な審議組織の活用機会が減少しているため、廃
止する。

221 林業振興対策審議会費 成果検証 136 0 -136

パブリックコメントなど意見の聴取方法が多様化するとともに政策課題
が専門化しており、その都度テーマに応じた委員により審議を行って
いることから、包括的な審議組織の活用機会が減少しているため、廃
止する。

   【２２３  農林水産業を支える生産・経営基盤の充実】

223 改良普及員資格試験実施
事業費 300 0 -300 根拠法令等の改正により、１７年度より国主体で試験を実施するた

め、１６年度をもって終了する。

223 紀南広域交流「うめの郷」創
生事業費 78,667 0 -78,667 うめの郷農地の売却完了に伴い、１６年度をもって終了する。

223 合併漁協漁家経営対策資
金融通事業費 15 0 -15 過年度の利子補給が終了し、事業目的を達成したことから廃止とす

る。

■は三位一体改革によるもの
◎は市町村予算に関すると考えられるもの
●は県単独補助金の見直しにかかるもの

事 業 名 説       明区   分
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223 懇話会開催費 成果検証 570 0 -570

農水商工部の事務事業に関する第三者評価として、既存の外部監
査などの評価とは別に、委員として出席した県民から、それぞれの事
務事業等についての評価を受ける目的で設置した懇話会であり、既
存事業の見直しや新規事業の計画立案の判断材料として活用でき、
一定の成果を得られたため、事業を終了する。

   【２２４  農林水産業を支える技術開発の推進】

224 資源循環型農業と環境修復
研究事業費 1,300 0 -1,300

大学･民間企業等との共同研究により、水稲及びイチゴ栽培における
堆肥の有効活用､病害虫の生物的防除方法、高圧による種子消毒方
法等を明らかにしたことにより､所期の目的を達成し､事業を終了す
る。

224 新品種の選定及び地域特産
物の高品質技術開発費 1,000 0 -1,000

地域特産物の生産基盤強化を図るため､魅力ある新規作物の可能性
を調査し､コムギ２品種､カキ、ナシ、ウメ等の特性及び栽培条件等を
明らかにしたことにより、所期の目的を達成し、事業を終了する。

224 環境保全機能評価事業費 900 0 -900

農山村地域における環境保全機能を評価し、保全基準の策定･マッ
ピングを行い、環境保全機能を踏まえた地域農業計画作成に貢献で
きることを明らかにしたことにより､所期の目的を達成し、事業を終了
する。

224 三重県特産品の系統判別技
術の開発費 1,656 0 -1,656

ハタケシメジ及びヒラタケの優良系統を選抜するとともに品種・系統を
識別する手法等を確立したことにより、所期の目的を達成し、事業を
終了する。

224 イセエビ種苗量産技術開発
費 3,452 0 -3,452 イセエビ幼生の中規模飼育技術がほぼ確立したことにより、所期の目

的を達成し、事業を終了する。

   【２３２  既存産業の高度化・高付加価値化の促進】

232 中小企業県単設備貸与事
業貸付金 2,989 0 -2,989 平成１６年度において、中小企業から貸与機関への償還が終了する

のに伴い、貸与機関に対する残高対応のための県貸付を終了する。

232 広域連携交流事業費 成果検証 1,594 0 -1,594
陶磁器産業という共通の産業を媒介に４県（福井、岐阜、三重、滋
賀）が一つのイベントを作り上げ広域交流を実践することができたとと
もに、１６年度をもって開催が一巡したため、当該事業を終了する。

   【２３４  技術の高度化の促進】

234
糖質とポリフェノールによる
機能性食品素材の開発事業
費

4,448 0 -4,448 機能性の高い農産物を選定するとともに機能性糖質・成分の抽出方
法及び糖質を多く得るための栽培方法を確立し、事業を終了する。

234 陶磁器製造技術の高度化・
集積化事業費 1,366 0 -1,366

土鍋等の耐熱陶器の吸水性・透水性等の性能上の問題を解決する
ため、特性と機能との関連等を解明するとともに、低環境負荷型釉薬
のデータベースを作成し、事業を終了する。

234 デザイン開発推進事業費 404 0 -404
セミナーの開催、情報の収集提供を行いデザイン振興を図っていた
が、より効率的・効果的に事業を推進するため「ものづくり技術者育成
事業」に統合することし、事業を終了する。

   【３１１  防災対策の推進】

311 活断層調査事業費 90,000 0 -90,000 国の事業終了に伴い廃止する。

311 災害相互支援基金出資金 452,341 0 -452,341 被災者生活再建支援基金への拠出を終えたことから、事業を終了す
る。

311 シナリオ型地震被害想定調
査費 50,000 0 -50,000 平成16年度に事業が完了するため、廃止する。

   【３２１  交通安全対策の推進】

321 交通安全スクールプログラム
実施支援事業費 822 0 -822 平成１６年度で策定事業が完了し、成果が認められたため、廃止す

る。

   【３２２  地域安全対策の推進】

322 通信指令室整備費 74,958 0 -74,958 通信指令室（１１０番センター）整備が完了したため、事業を廃止す
る。

   【３２４  食の安全とくらしの衛生の確保】

324 化学物質の発ガン性と生体
環境に関する調査研究費 973 0 -973

ナフタレン関連化合物などの環境化学物質による直接的なDNA損傷
等について解析した結果、ナフタレン代謝物が酸化と還元のサイクル
を繰り返して過酸化水素を生成し、ＤＮＡ損傷を引き起こすことを明ら
かにしたことにより、所期の目的を達成し、事業を終了する。
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   【３３２  子育て環境の整備】

332 神経芽細胞種検査費 7,102 -7,102

小児がんの一つである神経芽細胞腫の早期発見のため、乳児のマ
ス・スクリーニング検査を実施してきたが、国の検討結果において早
期発見と治療成績との有効な関連が認められなかったこと等を踏ま
え、事業を廃止する。

◎ ● 332 保育所子育て対策事業費補
助金 100,721 -100,721

女性の仕事と子育ての両立支援を目的に、低年齢児保育を実施す
る市町村に対して、経費の一部を補助してきたが、当初の目的を達
成したため、事業を廃止する。（今後は、県次世代育成支援行動計
画の中で、特別保育の充実を図っていく。）

   【３３３  地域とともに進める福祉社会づくり】

333 UD（ユニバーサルデザイン）
のまちづくり普及啓発事業費 7,333 0 -7,333

県が主体となって実施してきた普及啓発事業については、当初の目
的を達成したため、事業を廃止する。（今後は、UDアドバイザーを中
心とする市民団体や市町村と協働して事業を展開していく。）

   【３４１  医療提供体制の整備】

■ 341 病院群輪番制病院運営事
業補助金 186,892 0 -186,892

休日夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確
保するため、輪番制参加医療機関に対して経費の一部を補助してき
たが、三位一体改革により、市町村へ税源移譲されることとなったこと
から、事業を廃止する。

   【３４４  高齢者保健福祉の推進】

■ 344
生活支援ハウス（高齢者生
活福祉センター）運営事業
費補助金

33,799 0 -33,799
生活支援ハウスにおける生活援助員の配置に係る経費を補助してき
たが、三位一体改革により、市町村へ税源移譲されることとなったこと
から、事業を廃止する。

   【３４５  障害者保健福祉の推進】

345 障害者生活支援事業費 49,817 0 -49,817

平成１５年度から、支援費制度の導入や、知的障害者福祉業務の町
村への権限移譲が実施されるなど、障害者福祉の制度が大きく変わ
る中、ケアマネジメントの支援を行うための専門職員の町村への派遣
等を実施してきたが、制度開始から２ヶ年が経ち、当初の目的を達成
したため、事業を廃止する。（今後は、専門相談機関等で必要に応じ
て町村支援を行っていく。）

   【４１１  資源循環の推進】

411 地域水産資源の有効活用研
究事業費 2,788 0 -2,788

アコヤ貝の貝殻等を有効活用するための、貝殻を原料とした螺鈿装
飾品の製造方法及び有害化学物質を吸着する成形体の製造法等を
確立し、事業を終了する。

411 無機系廃棄物の建材化研究
費 540 0 -540

ゴミ焼却灰及び酸化鉄系工業副生成物について、ケイ酸カルシウム
系多孔質体成形体及びその光触媒複合体としシックハウス症候群原
因物質吸着分解能を有する機能性の建材としてリサイクルする方法
を開発し、事業を終了する。

411 食品廃棄物の家畜飼料リサ
イクル技術開発費 2,655 0 -2,655 小麦由来食品製造副産物の飼料利用法や乾燥トウフ粕の利用法を

明らかにしたことにより、所期の目的を達成し、事業を終了する。

411
地域中小企業工業廃棄物
有効活用技術研究開発事
業費

2,350 0 -2,350
鋳物鉱さいを摩擦方式により再生し、その再生砂で鋳型を作製する
技術や硬質陶磁器くずを造粒する方法及び焼成法により固化して多
孔質ブロックを製造する技術等を開発し、事業を終了する。

411
有機性廃棄物のバイオマス
エネルギーへの変換利用等
研究費

4,633 0 -4,633
食品廃棄物の高温メタン発酵によるバイオガス化特性や高窒素鶏糞
堆肥の水稲基肥の施用時期等を明らかにしたことにより、所期の目的
を達成し、事業を終了する。

411 街路樹剪定枝等の資源化利
用技術開発事業費 1,183 0 -1,183

広葉樹、針葉樹の剪定枝等の生ゴミ処理機用副資材、園芸資材とし
て利用するための、最適な蒸煮爆砕条件や有効性等を明らかにした
ことにより、所期の目的を達成し、事業を終了する。

   【４１２  大気環境の保全】

◎ 412 公害患者補償給付事業費 86,029 0 -86,029
四日市市へ事務移管するため、廃止する。
（公害保健医療研究協議会負担金のみ工場・事業場大気規制費に
計上）

412 環境ホルモン調査事業費 8,138 0 -8,138 これまで実施した実態把握調査により概ね県内の状況を把握できた
こと及び今後は国の調査結果を踏まえ対応することから、廃止する。

   【４２１  自然環境の保全・再生と活用】

421 里山等多様な森林の育成管
理技術研究事業費 641 0 -641 県内各所の里山の現況把握調査を実施し、育成管理手法を確立し

たことにより、所期の目的を達成し、事業を終了する。
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   【４３１  環境経営の推進】

431 ISO14001等導入支援事業
費 19,760 0 -19,760

中小企業等へISO14001認証取得にかかる経費を補助することによ
り、認証を拡大するという所期の目的を概ね達成したため、廃止す
る。

   【４３２  環境を守り育てる活動への参加と協働の促進】

432 ＡＰＥＣ環境技術交流促進事
業負担金 成果検証 1,400 0 -1,400 環境技術情報サイトの設立・運営が軌道に乗ってきたものと判断し、

自治体の負担金の拠出を廃止する。

   【４４１  土地の計画的な利用の促進】

441 国有財産用途廃止等事務
費 成果検証 132 0 -132 平成１６年度末までに国土交通省所管法定外公共用財産を市町村

に引き継ぐため、事業を廃止する。

   【５１３  科学技術交流の推進】

513 海外学術会議参加支援事
業費 559 0 -559

研究員の資質向上と試験研究機関の研究水準の向上を図ることを目
的に事業してきたが、研究開発に伴う成果発表の一環として各研究
事業のなかで実施することとし、事業を終了する。

513 国内学会参加支援事業費 8,236 0 -8,236
研究員の資質向上と試験研究機関の研究水準の向上を図ることを目
的に事業してきたが、研究開発に伴う成果発表の一環として各研究
事業のなかで実施することとし、事業を終了する。

513 自然環境研究機能検討事
業費 920 0 -920

自然環境研究機能の現状、必要性等について、学識経験者、環境
ＮＰＯ関係者等からなる検討委員会で検討し、一定の成果が得られ
たため事業を終了する。

   【５２１  多様な活動主体の参画による地域社会づくりの推進】

521 ＮＰＯとの協働のしくみ構築
事業費 1,627 0 -1,627 所期の目的を達成したため、廃止する。

521 ＮＰＯとの協働コーディネート
事業費 1,545 0 -1,545 所期の目的を達成したため、廃止する。

   【５２４  県情報の効果的な発信による情報共有化の推進】

524 県政エクスプレスみえ発信
事業費 8,804 0 -8,804

平成１６年度に携帯電話への県行政情報のメール配信システムの開
発を行った。その運用についてはインターネット情報提供推進事業
費と一体とした運用を行う方が効率的であるため、廃止する。

   【５２５  ＩＴ（情報通信技術）の利活用によるサービスの高度化】

525 チャレンジドITリテラシー向
上事業費 5,700 0 -5,700

平成１５年度から障害者のITリテラシー向上のためのIT講習会を実施
して延べ受講者数は増加したものの、講習会のみではITリテラシー
向上に限界があるため、当事業は廃止する。（なお、IT利活用に関す
る総合的な情報提供、ITサポートなどのフォロー体制や障害者のITス
キルを向上させる人材育成を行う総合的な事業を実施することとす
る。）

525 ネットワーク管理費 63,939 0 -63,939 志摩サイバーベースセンターについては、ＩＴベンチャーの育成等を
目指してきたが、IT技術者の集積が見込めないため、閉鎖する。

   【５３１  地域振興プロジェクトの推進】

531 生活創造圏づくり価値創造
協働推進事業費 成果検証 2,386 0 -2,386

「地域予算」
平成１３年度からのセミナーの実施により、経営品質の普及ＰＲ等所
期の目的を達成したため、事業を終了する。

   【５３４  過疎・離島・半島地域の振興】

534 東紀州の海・魅力アップ作
戦展開事業費 800 0 -800

「地域予算」
当事業の実施により東紀州ダイビングのPRや協議会内の民間事業
者の連携強化等の成果が得られたため、事業を終了する。

   【５４１  快適な都市環境の整備】

541 下水道経営改善事業費 3,550 0 -3,550 各種データの集計及び課題の分析が終了し、事業の目標が達成さ
れたので、廃止する。

計 1,858,749 0 -1,858,749

廃止事業


